
真夏の風物詩「スイカ割り」＆夏のうた

2025年

8月号

第54号

『スイカ割り 名古屋場所』

音色で涼をとどける

アコーディオン演奏会

老健太陽では、7月18日（火）に

アコーディオン奏者の長谷川英夫様をお迎えし、

真夏の演奏会を開催いたしました。

「高原列車は行く」「夏は来ぬ」など、懐かしの

名曲を中心に、歌も交えた、夏らしい全16曲を

ご披露くださいました。

アコーディオンの生演奏を初めて耳にするご利用

者様も多く、皆様真剣な表情で聴き入っておられ

ました。長谷川様がご用意くださった歌集を手に、

演奏に合わせて口ずさむ姿も見られ、会場は一体感

に包まれました。

長谷川様、暑さが厳しいこの季節に涼やかな音色を

届けていただき、ありがとうございました。

デイケア太陽では、初夏の訪れを感じながら

楽しんでいただこうと、名古屋場所直前の7月8日

（火）に、毎年恒例のスイカ割り大会を開催

いたしました。

今年のスイカは、なんと“横綱級”の特大サイズ！

ご利用者様、そしてスタッフも一丸となって

横綱スイカに立ち向かいました。

「エイッ！」「ヤーッ！」と気合を入れて棒を

振り下ろし、ご利用者様とスタッフの協働作業にて

無事にスイカを割ることができました。

スイカ割りは懐かしい夏の風物詩。「昔は海水浴で

よくやったね」と、思い出話に花が咲き、皆様童心

に帰って笑顔いっぱいで参加されました。


